
　町の面積の約８６％を森林が占めている多

賀町。その６０％程度がスギやヒノキの人工

林（人が植えた林）であり、多賀町産材の利

用に取り組んでいます。

　平成２８年度は、彦根市の認定こども園に

使用する木材の一部として、多賀町産材を約

２００ｍ　出荷しました。限られた調達期間で

したが、  複数の木材供給者と製材所が連絡を

密にして取り組んだ結果、概ね順調に納材で

きました。

　東近江市箕川町（旧永源寺町）

に工房を設け、『きぐみのつみき

KUMINO（クミノ）』を制作・販売

しています

　クミノは、ピースの形は一種類しか無いのに、組む

ことによって既存のつみ木ではできないような様々な

造形が楽しめる玩具です。

　子どもとつみ木で遊んでいた時に「日本の家は木組

みで作るのに、木組みで構造物を作るおもちゃって無

いな」と思っていたことが、数年の歳月を経てカタチ

になりました。

　東近江市は面積の半分以上が森林です。市内のほと

んどのところから森林が見えます。それだけ豊かな森

があるのに、あの山の、あの森の木でつくられたもの

を、私たちの身の回りで目にすることはほとんどあ

りません。

　クミノには材料の産地を示した焼き印を入れてい

ます。「このつみ木は、あの山の木で作ったんだよ」

という言葉とともに届けられるようにして、

身近にある森林に関心を持ってもらうきっかけを

作っていければと思います。

　この経験から、短い調達期間の大量受注に

も対応できることがわかりました。

　そして今、多賀町は新しい中央公民館の設

計を、多賀町産材を使う木造で進めています。

平成２９年度着工予定で、既に木材の調達を

始めています。

　今後とも機会を捉えて町産材のＰＲを図り、

供給実績を重ねていきたいと考えています。
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（実用新案登録・商標登録済）。




